
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議事項】 

  病床数適正化緊急支援事業に係る病床の削減について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



１ 病床数適正化緊急支援事業概要  

  「病床数適正化緊急支援基金」を創設し、医療需要の変化を踏まえた病床数の適正化を

進める医療機関への支援を行う。 

  （概要）医療需要の変化を踏まえた病用数の適正化を進める医療機関を対象として財政

支援を行う。 

  （交付対象・交付額）病院（一般・療養・精神）・有床診：4,104千円/床 

            ※休床の場合は 2,052千円/床 

 

２ 事業目的  

  効率的な医療提供体制の確保を図るため、医療需要の変化を踏まえた病床数の適正化を

進める医療機関は、診療体制の変更等による職員の解雇等様々な課題に対して負担が生じ

るため、その支援を行う。 

 

３ 支給対象病床 

（１） 令和７年 12月 16日から令和９年３月末日までに削減を行う病床 

（２） 「病床数適正化支援事業に係る事業計画（活用意向調査）の提出について」により

削減の意向を示しつつ、令和６年 12月 17日から令和７年９月 30日までに削減を行

った病床 

（３） 「地域医療構想の取組の推進に向けた調査について」において、病床を削減予定と

報告し、削減を行った病床 

 

※支給対象外となる病床については、参考資料２「病床数適正化緊急支援事業実施要綱参照 

 
４ 留意事項 
  以下に該当する場合においては、医療法第 30条の 14第１項に規定する協議の場等にお
いて議論を行った上で削減を行うこと。 

（１）都道府県への申請日時点において、入院医療の受け入れを行っていない場合、もしく 
は、削減により入院医療の受け入れを停止する（無床診療所への変更を含む。）場合。 

（２）令和９年３月 31日時点において廃院する予定の場合 
（３）現に患者が入院している病床を削減する場合 
（４）病床数をあわせて 100床以上削減をする場合 

（５）その他、都道府県において議論が必要と認める場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



【協議１】  
病床数適正化緊急支援事業に係る病床の削減について 

 
 
 
１ 申請内容及び協議の必要性について 
 
 
 
検見崎クリニック 
 

【申請内容】 

  
高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 協議の必要性 

削減前 0 19 0 0 0 19 留意事項（1）削減により入院医療
の受け入れを停止する（無床診療
所への変更を含む。）場合。に該当
するため協議が必要 

削減後 0 0 0 0 0 0 

 
【支給対象病床数】 

高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 支給対象病床数 

0 ‐19 0 0 0 ‐19 19 

 
【削減（予定）日】 

2026年 12月 
 
【県の意見】 
本構想区域において、急性期については必要病床数 450床に対し 2024年の病床数 993床

と、病床の必要量を超過する病床機能の削減であることから、本削減による地域医療提供体
制への影響は大きくないものと考えるため、本事業の活用は適当と考える。 
 
【協議事項】 

検見崎クリニックの病床数適正化緊急支援事業による病床の削減について、適当としてよ
ろしいか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



村上整形外科医院 
 
【申請内容】 

  
高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 協議の必要性 

削減前 0 0 0 0 19 19 
留意事項（1）都道府県への申請日
時点において、入院医療の受け入
れを行っていない場合に該当する
が、無床診療所へ変更することに
ついて既に調整会議にて説明、合
意済。そのため改めて協議する必
要はない。 

削減後 0 0 0 0 0 0 

 
【支給対象病床数】 

高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 支給対象病床数 

0 0 0 0 -19 -19 19 

 
【削減（予定）日】 

2027年３月 
 
【県の意見】 
休棟中の病床の削減であることから、本削減による地域医療提供体制への影響は大きくな

いものと考えるため、本事業の活用は適当と考える 
 

 
黎明脳神経外科医院 
 
【申請内容】 

  
高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 協議の必要性 

削減前 0 19 0 0 0 19 留意事項(1)～(5)のいずれにも該

当しないため協議不要 削減後 0 11 0 0 0 11 

 
 
【支給対象病床数】 

高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 支給対象病床数 

0 -8 0 0 0 -8 8 

 
【削減（予定）日】 

2026年３月 
 
 

 



県民健康プラザ鹿屋医療センター 
【申請内容】 

  
高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 協議の必要性 

削減前 0 182 0 0 0 182 留意事項(1)～(5)のいずれにも該

当しないため協議不要 削減後 0 167 0 0 0 167 

 
 
【支給対象病床数】 

高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 支給対象病床数 

0 ‐15 0 0 0 ‐15 15 

 
【削減（予定）日】 

2027年３月 
 
 
 
大手町クリニック 
 
【申請内容】 

  
高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 協議の必要性 

削減前 0 18 0 0 0 18 留意事項(1)～(5)のいずれにも該

当しないため協議不要 削減後 0 16 0 0 0 16 

 
 
【支給対象病床数】 

高度急

性期 
急性期 回復期 慢性期 休棟 合計 支給対象病床数 

0 -2 0 0 0 -2 2 

 
【削減（予定）日】 
 2026年 10月 
 
 
 
 


